
この研究は、本学創立 40 周年記念の学内次世代自動車プロ

ジェクトで実験車（ プリウス ）を入手し自動運転ソフトウエ

アの開発に着手できたことに始まります。これまでの私自身

の研究分野である画像認識の技術や経験が活かせる新たな応

用分野であり、特に自動運転技術は AI 技術の応用として興味

深い分野でした。これまで大学周辺の公道での自動運転に関

する実証実験をはじめ、現在、愛知県のプロジェクトで空港

島セントレアにおける実証実験や、モリコロパーク（ ジブリ

パーク ）での実証実験において、共同事業体のメンバーとし

SDGs 時代の農業や畜産業は、環境への負荷を減らすことが

課題です。その中で持続可能な取り組みとして注目されてい

るのが循環型農業。本学の学生たちは環境や廃棄物問題への

関心が高く、私自身も学生の頃から興味を持ってきた分野

だったことから、SDGs の達成を目指した本格的な研究に着

手しました。現在は複数のプロジェクトを同時進行していま

す。まずは深谷名物の「 ねぎ 」や「 ゆり 」の生産過程で排出さ

れる農業廃棄物からエネルギーや付加価値の高い化学製品

を作り出す研究。そして、地元深谷の畜産業者など複数の企

て企業各社と共に埼工大も参加予定です。

また、このプロジェクトの自動運転バス実証車両として本学

の開発した大型バス車両をベースにした車両を提供する準備

を行っています。少子高齢化が進み、高齢者の交通事故が増

える中、免許返納後の高齢者の移動手段の担保は大きな社会

問題です。一方、過疎で維持困難な公共交通が全国に多数あ

ります。こうした問題の解決策のひとつとして、本学発の自

動運転技術研究をぜひ活かしたいと考えています。

SDGs を達成する

化学や生物学の視点で

革新的な循環型農業の確立へ
少子高齢化・過疎化に悩む

本学発の研究を通じて

地域の課題解決に貢献したい
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TOPICS未来を見据えた埼工大の研究紹介

【 未 来 を 見 据 え た 埼 工 大 の 研 究 紹 介 】

大学が取り組む自動運転技術の未来 循環型農業を深谷の企業と共同研究
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2001 年より埼玉工業大学に
奉 職。2017 年 か ら 自 動 運 転
公 道 実 証 実 験 を 開 始。2019
年には、本学産学連携で生ま
れた高度障がい者向け車両、
JOY ス テ ィ ッ ク 車 を ベ ー ス
に、自動運転バスを開発、各地
で実証実験を行っている。

早稲田大学や（独）労働安全衛
生総合研究所などを経て、2016
年に本学に着任。化学・生物学
の技術を使ってSDGsの達成を
目指した研究を行っています。

埼玉工業大学には、学生の未来をはぐくみ、社会に深く

貢献する研究活動が充実。ここで磨いた探究心と人間力

を追い風にして、夢を叶える人になれ！

業とチームを作り、新しい循環型農業の確立に向けた研究も

行っています。深谷市は農業や畜産業が非常に盛んです。こ

れらを行う上では必ず資源の消費、廃棄物の排出、環境汚染

が生じます。こうした物質の流れを化学や生物学の視点で把

握・検討し、革新的な循環型農業を確立することが私たちの

目標です。

2021年大河ドラマの聖地巡礼路線で
全国に先駆け自動運転を実用化

地元企業との共同チームで
循環型農業を研究

2022年、世界初となる
水陸両用バスの自動運転に成功

日本財団提供
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